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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

鶴岡市再生可能エネルギー設備普及促進事業費補助金
再生可能エネルギー

■申本所環境課☎内線720

◆募集期間
　来年２月28日○木まで
※予算の範囲内で行うため、
　募集期間中に終了する場合
　があります。
※ 申請書類やパンフレットは
市HPからダウンロードす
ることもできます。

◆対象の設備と補助金または補助率
太陽光発電設備 １ｋｗ当たり１万5,000円（上限12万円）

木質バイオマス燃焼機器（ストーブ） ３分の１（上限５万円）

木質バイオマス燃焼機器（ボイラー） 10分の１（上限15万円）

太陽熱利用装置 10分の１（上限２万5,000円）

地中熱利用装置 10分の１（上限10万円）

※全量充電等の事業用設備は対象外。

　市内在住の個人または市内に本店を置く法人、町内会等がこれから再生可能エネルギー設備を設置する場
合で、市内の業者に工事を発注するか、市内で購入した設備を自ら設置する場合に補助金を受けられます。

鶴岡市住宅リフォーム支援事業費補助金
住宅リフォーム

■申本所建築課☎内線484

◆リフォーム補助
■対 住宅の性能向上等一定の要件を含む工事（30万
円以上）

■補助率　

▽一般リフォーム…工事費の10％（上限20万円）

▽優遇措置が適用されるリフォーム…工事費の15
％～50％（上限30万～200万円）
※ 優遇措置要件…鶴岡産木材使用、移住世帯、婚姻・
出産世帯、子育て世帯、空き家活用等。
◆耐震改修補助
■対昭和56年５月31日以前に着工した旧耐震基準の
　木造一戸建て住宅の耐震改修工事
■補助率　工事費の25％（上限60万円）
■他リフォーム補助との併用可。希望者は耐震診断

　（■費１万3,000円）を受けられます
◆共通
■募集期間　来年１月31日○木まで（耐震改修補助
　は６月頃募集開始予定）
※ 予算の範囲内で行うため、募集期間中に終了する
場合があります。

※ 申請書類やパンフレットは市HPからダウンロード
することもできます。

　市内に自己居住用住宅のある方が、市内の業者に以下のリフォーム工事または耐震改修工事を発注する場
合に補助金を受けられます。ただし、すでに工事を始めている場合や終了している場合は対象外です。

　

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
。
鶴
岡
市
に
は
52
名

の
新
人
職
員
が
採
用
さ
れ
た
。
産
業
、
教
育
、

福
祉
、
病
院
、
消
防
、
上
下
水
道
な
ど
、
担

う
仕
事
は
幅
広
い
。
そ
の
新
人
た
ち
の
研
修

初
日
の
冒
頭
は
市
長
講
話
。
私
は
、
平
成
９

年
に
農
林
水
産
省
へ
入
省
し
、
公
務
員
と
し

て
17
年
間
働
い
た
。「
講
話
」と
い
う
よ
り
は
、

公
務
員
の
先
輩
と
し
て
の
経
験
を
若
い
皆
さ

ん
に
お
伝
え
し
た
い
、
と
の
思
い
で
お
話
し

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

役
所
に
入
っ
て
す
ぐ
受
け
た
研
修
の
こ
と

は
今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
る
。
平
成
９
年
度

は
、
省
庁
の
枠
を
超
え
た
人
材
育
成
の
必
要

性
、
ま
た
、
折
か
ら
の
公
務
員
不
祥
事
の
中

で
、
初
め
て
９
週
間
に
わ
た
る
長
期
で
の
各

省
庁
合
同
初
任
研
修
が
実
施
さ
れ
た
年
だ
っ

た
。
研
修
に
参
加
し
て
み
る
と
、
同
期
で
入

省
し
た
仲
間
の
中
で
飛
び
交
う
言
葉
の
意
味

が
よ
く
理
解
で
き
な
い
こ
と
に
焦
り
を
感
じ

た
。
例
え
ば
、「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
」。

国
家
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
が
国
民
に
対
し
て
最

低
限
（
ミ
ニ
マ
ム
）
保
障
す
る
生
活
水
準
の

こ
と
で
あ
り
、
有
名
な
日
本
国
憲
法
第
25
条

の
条
文
、「
す
べ
て
国
民
は
、
健
康
で
文
化

的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す

る
」
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
行
政
が
最
低

限
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
は
何

か
、
そ
の
水
準
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
公
務

新
年
度
が
ス
タ

ト
。
鶴
岡
市
に
は
2
名 （４）

住宅建築の専門家による住宅相談会
■日５月23日○水午前10時～11時　■場市役所本所
６階大会議室　■内住宅新築・増改築、耐震診断、
住宅リフォーム補助、高齢者減災アドバイス等
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員
と
し
て
は
、
常
に
頭
に
入
れ
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
概
念
で
あ
る
。
社
会
人
に
な

っ
た
ば
か
り
の
私
は
、
足
り
な
い
こ
と
ば
か

り
、
そ
の
よ
う
な
概
念
を
説
明
す
る
知
識
は

持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
。
仕
事
に
必
要

な
法
律
、
技
術
、
語
学
な
ど
の
知
識
は
、
ど

れ
も
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
必
死
に
な
っ
て

勉
強
し
た
。
今
も
ま
だ
ま
だ
そ
の
途
上
に
あ

る
。
だ
か
ら
新
人
の
皆
さ
ん
に
は
、「
分
か

ら
な
い
か
ら
と
、
下
を
向
く
必
要
は
な
い
ん

だ
よ
」
と
お
話
し
た
。
絶
え
ず
勉
強
し
て
高

い
見
識
を
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
次
第
で

若
い
皆
さ
ん
自
身
が
、
そ
し
て
鶴
岡
自
体
が

変
わ
っ
て
く
る
。

　

公
務
員
と
は
何
か
。
英
語
に
し
た
方
が
分

か
り
や
す
い
の
だ
が
、「Public servant

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
サ
ー
バ
ン
ト
）」。
つ
ま
り
、

全
体
の
奉
仕
者
。
市
民
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
立
場
に
あ
る
の
だ
が
、
い
つ
の
間
に

か
、「
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
あ
げ
て
い
る
」

と
い
う
上
か
ら
目
線
の
行
政
に
陥
っ
て
は
市

民
の
信
頼
、
協
力
は
得
ら
れ
な
い
。
常
に
市

民
目
線
で
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
公
務
員
に
は
、

要
領
よ
く
仕
事
が
で
き
る
こ
と
よ
り
も
も
っ

と
大
事
な
こ
と
が
あ
る
。
公
平
・
公
正
に
、

誠
実
に
対
応
す
る
こ
と
。
決
し
て
こ
の
基
本

か
ら
外
れ
て
は
い
け
な
い
。

　

新
人
職
員
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
４
月
は
緊

張
の
連
続
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
良
い
仕
事

を
す
る
前
提
と
し
て
、
心
と
体
の
健
康
が
第

一
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
で
気
分
転
換

を
。　

医療サービスの向上に向けた様々な取り組みを紹介
荘内病院

■問荘内病院総務課☎26‐5111内線6333

人間ドック（入院）レディースデー

　女性の人間ドック受診者の声を受け12月～来年
３月にレディースデーを設けます。受診者を女性に
限定し、女性向けの内容を充実します。この機会に
人間ドックを受診してみませんか。
■期間　12月～来年３月の毎月第４月曜・木曜日
■定員　１日５人
■レディースデー特典
▷看護師による乳がんのセルフチェック実践指導
▷更年期障害のお話
▷同院内９階の美容室・理容室での特典

医療福祉・がん相談窓口

　治療の不安や悩みは医療福祉専門の相談員（看護

師・医療ソーシャルワーカー）にご相談ください。
■内容
「介護保険・障害者手帳等の手続き」「退院後の療養
生活」「不安・精神的な苦痛」「治療と就労の両立」「セ
カンドオピニオン」「医療費・生活費の心配」等
■日時　毎週月曜～金曜日の午前８時30分～午後
　　　　５時15分
■場所　医療福祉…同院内地域医療連携室
　　　　がん…同院内緩和ケアサポートセンター鶴
　　　　岡・三川（要事前連絡☎26‐5155）

社会保険労務士による無料相談窓口

■日時　毎月第２火曜日の午前９時～11時
■場所　同院内第一相談室（要事前連絡☎26‐51
　　　　55）

荘内病院職員募集【平成31年４月１日採用予定】

職員募集

■問荘内病院総務課☎26‐5111内線6341

■募集職種・受験資格
▷薬剤師（大卒程度）…昭和59年４月２日以降に生
まれ、薬剤師免許を取得している方（平成31年４月
までに取得見込みの方を含む）
■試験日時
　６月10日○日午前10時
■申込み受付
▷５月１日○火～25日○金に申込書を同院総務課へ（郵
送の場合は25日までの消印有効）
▷市HP「電子申請」からも手続きができます

■試験案内・申込書等の交付
▷同院総務課及び本所職員課で交付
▷市HP「職員採用情報」及び同院HP「職員募集」
からダウンロードすることもできます
▷郵送で請求する場合は、封筒の表に「受験案内請
求」　と朱書きし、返信用封筒（宛先を明記し140
円分の切手を貼り付けた角形２号封筒。折り畳んで
も構いません）、応募職種・連絡先を記入したメモ
を同封し、同院総務課（〒997‐8515市内泉町４‐
20）へ　
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市内の中小企業・小規模事業主の皆様へ

平成30年度鶴岡市正社員化促進事業奨励金

■奨励金の概要
　市内に在住・勤務する45歳
未満の非正規雇用労働者を正社
員に転換し、6か月間継続雇用
した場合に奨励金を支給します

■問本所商工課☎内線563

■支給金額

小規模事業主：キャリアアップ助成金で規定する「中小企業事業主」のうち以下の条件を満たすもの
　業種区分「製造業その他」　→　企業全体の常時雇用する労働者数が20人以下
　業種区分「小売・サービス・卸売業」　→　企業全体の常時雇用する労働者数が5人以下

キャリアアップ助成金
（厚生労働省）

奨励金
（山形県）

有期雇用→正規雇用
※１人当たり 57万円

小　40万円
中　30万円

無期雇用→正規雇用
※１人当たり 28.5万円

小　20万円
中　15万円

小…小規模事業主　中…中小企業事業主

■支給要件
○ 市内に雇用保険適用事業所がある中小企業・小規模事業主であること
○ 厚生労働省「キャリアアップ助成金（正社員化コース）」及び「山形
県正社員化促進事業奨励金」が支給されていること
○取り組みの実施が平成30年４月１日以降であること　等

■問キャリアアップ助成金…ハ
ローワーク鶴岡☎25‐2501
山形県奨励金…山形県雇用対策
課☎023‐630‐2389　■他HP

Ⅰ．キャリアアップ助成金
書類提出先：ハローワーク鶴岡

　　キャリアアップ計画書提出

　　正社員転換後おおむね１か
　　月以内に転換等実施報告書
　　提出
　　

キャリアアップ助成金支給決定
後１か月以内…

　　 県奨励金支給申請書及び添
付資料提出

　　※提出の際、切手を貼った
　　　返信用封筒を持参し、申
　　　請書の写しに受領印をも
　　　らう手続きを行ってくだ
　　　さい。

↓
県奨励金の受給

　　正社員転換後おおむね１か
　　月以内に転換等実施報告書
　　提出

県奨励金の申請書受付後１か月
以内…

　　 市奨励金支給申請書及び添
付資料提出

↓
市奨励金の受給

　　６か月継続雇用後キャリア
　　アップ助成金支給申請書提
　　出
　　※ 申請書の写しに受領印を

もらってください。
↓

キャリアアップ助成金支給決定
山形労働局から交付決定が通知

されます
↓

キャリアアップ助成金の受給

非正規雇用労働者を正社員に転換

■申請の流れ 国・県・市それぞれへ①～⑥の順に書類を提出してください。

Ⅱ．県奨励金
書類提出先：山形県雇用対策課

Ⅲ．市奨励金
書類提出先：鶴岡市商工課

○！注意　市への申請には、国及び県に提出した書類の写しが必要です。
提出前に必ず全書類の写しを準備し、申請の際に忘れずに添付してく
ださい。

正社員化促進

　若者の長期の雇用安定と優秀な人材の確保・定着のため、非正規雇用労働者を正社員に転換した場合に、「キ
ャリアアップ助成金」及び「山形県正社員化促進事業奨励金」に上乗せして市の奨励金を支給します。

奨励金
（鶴岡市）
小　20万円
中　15万円
小　10万円
中　7.5万円

右の表の
金額を上乗せ

▼

２ ３

４

５

６

１
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市
政

介
護
保
険
運
営
協
議
会　
　

公
募
委
員
を
募
集

　

介
護
保
険
事
業
計
画
の
進
行
管
理
、
介
護

保
険
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
・
審
議
す

る
同
協
議
会
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
３
人
以
内
（
地

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
常
勤
の
公

務
員
を
除
く
）　

①
今
年
４
月
１
日
現
在
で

20
歳
以
上
で
あ
る　

②
市
内
に
住
民
登
録
が

あ
る　

③
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で

き
る　

■申
５
月
18
日
○金
ま
で
申
込
書
を
本
所

長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
０
へ
（
郵
送
は
当

日
必
着
）　

■他
市
HP

健
康
・
福
祉

40
歳
未
満
の
方
へ

さ
わ
や
か
健
診
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク

▼
レ
デ
ィ
ー
ス
健
診　

■日
①
10
月
15
日
○月
・

17
日
○水
午
前
９
時
、
午
後
１
時
30
分　

②
10

月
22
日
○月
・
30
日
○火
午
後
１
時
30
分　

■場
①

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）

②
荘
内
地
区
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー　

■内
・
■費

一
般
健
康
診
査
（
１
、
５
０
０
円
）
…
身
体

計
測
（
身
長
、
体
重
、
腹
囲
）、
血
圧
測
定
、

内
科
診
察
、
心
電
図
、
尿
検
査
（
た
ん
ぱ
く
、

糖
）、
血
液
検
査
（
脂
質
、
肝
機
能
、
貧
血
、

血
糖
、
血
清
ク
レ
ア
チ
ン
）　

骨
粗
し
ょ
う

症
検
診
（
５
０
０
円
）
…
腕
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

市がマイナンバーカード申請をお手伝いします
マイナンバーカード

■問本所市民課☎内線116または各地域庁舎市民福祉課へ

マイナンバー（個人番号）カード申請に必要な顔写真を無料で撮影し、インターネット申請をお手伝いします。

■マイナンバーカードの申請

▼申請場所
　本所市民課または各地域庁舎市民福祉課
▼申請受付時間
　月曜～金曜日（祝日・祭日、年末年始〈12
月29日～１月３日〉除く）の午前８時30分～
午後４時30分
▼所要時間
　30分程度（混雑状況やインターネットの通
信状況で変わります）
▼申請に必要な物
①通知カードの下のマイナンバーカード交付申
請書（紛失や住所・氏名変更の場合は再発行）
②本人確認書類（運転免許証、保険証等）
③印鑑

●ご注意ください
・顔写真を撮影するため申請は本人分のみ
・申請者が15歳未満または成年被後見人の場合、
法定代理人の同行が必要

■マイナンバーカードの交付

　申請から約１か月後に、受け取りを案内する交付通知書（はがき）が届きます。市役
所本所市民課または各地域庁舎市民福祉課で本人が受け取ってください。

マイナンバーカードマイナンバーカード
交付申請書交付申請書
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介
護
相
談
員
を
募
集

　

介
護
相
談
員
は
介
護
施
設
へ
の
訪
問
相
談

活
動
を
通
じ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
声

を
事
業
者
に
伝
え
る
橋
渡
し
役
を
担
い
ま
す
。

■対
市
内
在
住
で
普
通
自
動
車
免
許
を
持
ち
、

次
の
活
動
が
で
き
る
方
１
人　

①
月
４
回
〜

６
回
程
度
施
設
へ
訪
問
し
報
告
書
を
作
成
す

る　

②
月
１
回
の
連
絡
会
に
出
席
す
る　

■申

５
月
15
日
○火
ま
で
に
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内

線
１
９
０
へ　

■他
書
類
選
考
・
面
接
で
採
用

を
決
定
。
採
用
後
研
修
あ
り

子
育
て
・
教
育

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

ま
か
せ
て
会
員
を
募
集
し
ま
す

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
で
は

保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校
の
送
迎
や
保
護

者
の
病
気
・
仕
事
等
の
と
き
に
子
供
を
預
け

た
い
方
（
お
ね
が
い
会
員
）
へ
、
援
助
し
て

く
れ
る
方
（
ま
か
せ
て
会
員
）
を
紹
介
す
る

等
の
育
児
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
か
せ
て
会
員
に
な
る
に
は
登
録
が
必
要

で
す
。
子
育
て
経
験
を
生
か
し
た
い
方
、
子

育
て
家
庭
を
応
援
し

た
い
方
等
、
特
別
な

資
格
が
な
く
て
も
子

供
が
好
き
で
あ
れ
ば

誰
で
も
登
録
で
き
ま

す
。
ま
た
、
万
が
一

の
場
合
に
備
え
て
保

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

齢
者
…
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

障
害
者

…
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
６
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

特
別
障
害
者
手
当
と
障
害
児

福
祉
手
当
を
支
給
し
ま
す

▼
特
別
障
害
者
手
当　

■対
20
歳
以
上
で
、
国

民
年
金
障
害
基
礎
年
金
の
１
級
程
度
の
障
害

が
重
複
す
る
な
ど
著
し
い
重
度
の
障
害
状
態

に
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特

別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方　

■
給
付
月
額

２
万
６
、
９
４
０
円

▼
障
害
児
福
祉
手
当　

■対
20
歳
未
満
で
、
重

度
の
障
害
状
態
に
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に

お
い
て
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方　

■

給
付
月
額　

１
万
４
、
６
５
０
円

▼
共
通　

■対
障
害
は
視
覚
・
聴
覚
・
肢
体
・

心
臓
・
腎
臓
・
精
神
等
（
施
設
入
所
、
入
院

中
の
方
は
非
該
当
）　

■持
所
定
の
診
断
書
等　

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
７
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
の
費

用
を
助
成
し
ま
す

　

自
宅
で
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際

に
、
そ
の
出
張
旅
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■対
65
歳
以
上
で
、
老
衰
や
病
気
等
で
理
容
所

や
美
容
院
に
行
く
こ
と
が
困
難
な
要
介
護
３

以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方　

■内
１
回
１
、

０
０
０
円
の
出
張
旅
費
助
成
券
を
交
付
（
年

６
枚
ま
で
）　

■申
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

ま
す
。
５
人
以
上
の
団
体
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い　

▽
体
操
を
始
め
る
に
は
椅
子
、
テ
レ

ビ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
再
生
機
が
必
要
で
す

■申
同
課
☎
内
線
５
３
１

耳
・
手
足
が
不
自
由
な
方
の

た
め
の
巡
回
相
談

■日
５
月
９
日
○水
午
後
１
時
〜
３
時　

■場
に
こ

♥

ふ
る　

■対
18
歳
以
上
で
、
新
た
に
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
い
方
、
交
付
を

受
け
て
い
る
方
で
程
度
変
更
し
た
い
方
、
補

装
具
の
交
付
を
希
望
す
る
方
等
（
現
在
治

療
中
の
方
を
除
く
）　

■
相
談
科
目　

聴
覚
、

肢
体　

■持
印
鑑
、
保
険
証
、
身
体
障
害
者
手

帳
（
交
付
済
み
の
方
）　

■問
本
所
福
祉
課
☎

内
線
１
３
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉

課
へ高

齢
者
・
障
害
者
住
宅
整
備

資
金
の
利
子
を
補
給
し
ま
す

　

高
齢
者
や
障
害
者
向
け
に
住
宅
の
増
築
や

改
造
を
す
る
際
、市
内
の
指
定
金
融
機
関（
漁

協
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）
か
ら
融
資
を

受
け
た
場
合
に
、
利
子
の
一
部
を
市
が
補
給

し
ま
す
。

■対
①
60
歳
以
上
の
方　

②
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
〜
４
級
所
持
者　

③
療
育
手
帳
Ａ
所
持

者　

④
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
と
同
居
し
て
い

る
方　

■
利
子
補
給
対
象
額　

３
０
０
万
円

以
内　

■
利
率　

１
・
２
％
（
変
動
の
場
合

あ
り
）
で
す
が
、
市
が
年
１
・
２
％
分
を
利

子
補
給
す
る
た
め
利
子
の
自
己
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん　

■
返
済
方
法　

10
年
以
内
で
元
利

均
等
ま
た
は
元
金
均
等
の
月
賦
償
還　

■申
高

検
査
（
一
般
健
康
診
査
を
受
診
す
る
方
で
今

年
度
中
に
20
歳
・
25
歳
・
30
歳
・
35
歳
に
な

る
方
。
②
の
日
程
で
受
診
）　

■他
託
児
あ
り

（
要
予
約
）

▼
メ
ン
ズ
健
診　

■日
11
月
５
日
○月
・
９
日

○金
・
22
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ

る　

■内
一
般
健
康
診
査
（
レ
デ
ィ
ー
ス
健
診

と
同
じ
）　

■費
１
、
５
０
０
円

▼
共
通　

■対
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
職

場
等
で
健
診
機
会
の
な
い
昭
和
54
年
４
月
１

日
以
降
生
ま
れ
の
方　

■申
５
月
１
日
○火
〜
７

月
31
日
○火
に
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内

線
３
６
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課

へ　

■他
生
活
保
護
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
に
減
免
制
度
あ
り
（
要
事
前
申
請
）

い
き
い
き
百
歳
体
操
を　
　

始
め
ま
せ
ん
か
？

　

い
き
い
き
百
歳
体

操
は
、
手
首
と
足
首

に
重
り
を
付
け
椅
子

に
座
り
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見

な
が
ら
行
う
体
操
で

す
。
筋
力
や
バ
ラ
ン

ス
能
力
が
高
ま
り
、

転
び
に
く
い
元
気
な

体
づ
く
り
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
足
腰
が
弱

く
な
っ
た
、
膝
や
腰
が
痛
い
な
ど
体
力
の
低

下
を
感
じ
て
い
る
方
も
気
軽
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
各
地
域
や
団
体
等
で
約
９
０
０
人

が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
み
ん
な
で
い
き
い

き
百
歳
体
操
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

▽
始
め
る
前
に
本
所
長
寿
介
護
課
が
説
明
し
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年
金
・
税

国
民
年
金
保
険
料
の

学
生
納
付
特
例
制
度

　

20
歳
以
上
の
国
民
年
金
加
入
の
学
生
で
、

収
入
が
一
定
額
以
下
等
の
基
準
に
該
当
す
る

方
は
、
在
学
中
の
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
（
猶
予
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
は
10
年

以
内
に
追
納
可
）。
納
付
特
例
適
用
を
希
望

す
る
方
は
、
住
民
登
録
が
あ
る
市
区
町
村
の

国
民
年
金
窓
口
で
、
早
目
に
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

■対
大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
、
各
種
学
校
（
１
年
以
上
の
課
程

に
限
る
）
等
に
在
籍
す
る
学
生　

■持
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
、
年
金

手
帳
、
学
生
証
の
写
し
ま
た
は
在
学
証
明
書　

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
学
生
の
間
は
毎

年
要
申
請

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

国
民
健
康
保
険
の
手
続
き

　

国
保
の
加
入
・
脱
退
等
の
手
続
き
は
各
自

で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
無
保
険
の
方
は
い
ま
せ
ん
か　

次
の
方
以

外
は
、
原
則
と
し
て
国
保
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん　

①
会
社
等
の
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
と
そ
の
扶
養
家
族　

②
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方

③
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

険
に
も
加
入
し
て
い
ま
す
。

■申
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ

る
）
☎
25
‐
２
７
４
１

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に

　

様
々
な
事
情
で
自
分
の
家
族
と
暮
ら
せ
な

く
な
っ
た
子
供
た
ち
を
自
分
の
家
庭
に
迎
え

入
れ
、
温
か
い
愛
情
と
正
し
い
理
解
を
持
っ

て
、
子
供
の
健
や
か
な
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
里
親
に
は
、

養
育
里
親
、
専
門
里
親
、
親
族
里
親
、
養
子

縁
組
を
希
望
す
る
里
親
が
あ
り
ま
す
。
登
録

申
請
な
ど
詳
し
く
は
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
25
‐
２
７
４
１
へ
。

こ
ん
な
と
き
は
子
育
て
短
期
支

援
事
業
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ　

病
気
、
冠
婚
葬
祭
な

ど
で
一
時
的
に
子
育
て
が
で
き
な
い
場
合
に
、

７
日
を
限
度
に
子
供
を
預
か
り
ま
す
。

■費
２
歳
未
満
…
８
、０
０
０
円　

２
歳
以
上

…
４
、５
０
０
円

▼
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ　

仕
事
な
ど
で
夜

間
や
休
日
に
不
在
に
な
る
場
合
に
子
供
を
預

か
り
ま
す
。

■費
夜
間
（
午
後
9
時
ま
で
）
…
２
、２
５
０

円　

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
…
４
、５
０
０

円▼
共
通　

■対
０
歳
〜
小
学
生　

■費
子
供
１
人

1
日
。
市
民
税
の
課
税
状
況
等
で
減
免
あ
り　

■
実
施
施
設　

鶴
岡
乳
児
院
…
２
歳
以
下

七
窪
思
恩
園
…
２
歳
以
上　

■問
本
所
子
育
て

推
進
課
☎
内
線
１
５
２

窓
口
で
の
自
己
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
た
場
合

で
も
、「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
に
は
軽
減

さ
れ
る
前
の
自
己
負
担
額
が
記
載
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
領
収
書
等
も
よ
く
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
平
成
30
年
分
の
申
告
に

使
用
で
き
る
11
月
・
12
月
の
診
療
分
の
「
医

療
費
の
お
知
ら
せ
」
は
来
年
２
月
末
頃
に
送

付
す
る
予
定
で
す
。

■問
医
療
費
控
除
の
申
告
…
鶴
岡
税
務
署
☎
22

‐
１
４
０
１
ま
た
は
本
所
課
税
課
☎
内
線
２

０
１　

医
療
費
の
お
知
ら
せ
…
本
所
国
保
年

金
課
☎
内
線
１
２
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課
へ

平
成
30
年
度
の
市
・
県
民
税
納

税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

▼
給
与
か
ら
の
差
引
き
（
特
別
徴
収
）
の
方　

５
月
15
日
○火
に
各
事
業
所
に
発
送
。
各
個
人

に
は
各
事
業
所
が
配
付
し
ま
す

▼
そ
れ
以
外
の
方　

６
月
15
日
○金
に
各
個
人

に
発
送　

▼
共
通　

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
１

平
成
30
年
度
の
軽
自
動
車
税
納

税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

■対
今
年
４
月
１
日
現
在
で
軽
自
動
車
（
バ
イ

ク
や
小
型
特
殊
自
動
車
、
乗
用
の
農
機
具
等

を
含
む
）
を
所
有
す
る
方　

■
納
期
限　

５

月
31
日
○木
（
１
年
分
を
１
回
で
納
付
。
月
割

り
課
税
な
し
。
４
月
２
日
以
降
に
廃
車
や
名

義
変
更
を
し
て
も
30
年
度
分
全
額
を
納
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
）　

■問
本
所
課
税
課
☎
内

線
２
０
６　

■他
▽
納
税
証
明
書
は
車
検
時
に

必
要
で
す
。大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い（
口

▼
二
重
加
入
し
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か

国
保
に
加
入
し
て
い
た
方
が
会
社
等
に
勤
め

る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
勤
め
て
い
る
方
の
扶

養
に
な
っ
た
り
し
て
、
新
た
に
健
康
保
険
に

加
入
し
た
場
合
は
、
国
保
の
喪
失
届
が
必
要

で
す
。
届
出
を
し
な
い
と
国
保
に
加
入
し
た

ま
ま
と
な
り
、
健
康
保
険
料
と
国
保
税
を
二

重
に
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い

▼
適
正
な
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
か

国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
で
、
国
保
以
外
の

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
家
族
の
扶
養
に

な
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
、
健
康

保
険
の
切
替
え
が
で
き
ま
す
。
要
件
を
満
た

し
て
い
る
か
、
家
族
が
勤
め
て
い
る
会
社
等

で
確
認
し
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
４
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

医
療
費
控
除
の
手
続
き
に
医
療
費

の
お
知
ら
せ
が
使
用
で
き
ま
す

　

鶴
岡
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
が
医
療
機
関
を
受
診
し
た
場
合
、
奇
数
月

の
末
頃
に
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
送
っ

て
い
ま
す
。
税
制
改
正
に
よ
っ
て
、
所
得
税

の
確
定
申
告
や
、
市
・
県
民
税
の
申
告
を
す

る
際
、
医
療
機
関
が
発
行
す
る
領
収
書
の
代

わ
り
に
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
に
添
付

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
医
療
費
控
除
を
受
け
る
際
は
領

収
書
の
添
付
が
必
要
で
し
た
が
、
平
成
29
年

分
の
申
告
か
ら
は
不
要
と
な
り
ま
し
た
（
た

だ
し
、
領
収
書
は
５
年
間
の
保
存
が
必
要
）。

ま
た
、
医
療
費
の
公
費
負
担
等
に
よ
っ
て
、

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
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か
さ
が
増
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
近
年
、
局

地
的
な
集
中
豪
雨
が
頻
発
す
る
傾
向
に
あ
り
、

河
川
や
水
路
の
急
な
増
水
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

水
難
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
心
掛
け
る
と
と

も
に
、
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
る
子
供
を

見
掛
け
た
ら
注
意
す
る
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み

で
水
の
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
５

毎
日
が
防
犯 

気
を
つ
け
よ
う

み
ん
な
で
犯
罪
被
害
防
止
！

　

春
は
開
放
的
な
気
分
に
な
る
と
と
も
に
、

外
出
の
機
会
も
増
え
て
犯
罪
が
多
発
す
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。

▽
架
空
請
求
・
還
付
金
詐
欺　

▽
住
宅
侵
入

（
空
き
巣
）　

▽
不
審
者
の
声
掛
け
・
連
れ
去

り　

▽
ス
ト
ー
カ
ー
・
チ
カ
ン
・
ひ
っ
た
く

り　

▽
車
上
狙
い
・
自
転
車
盗
難

　

少
し
で
も
不
審
に
思
っ
た
ら
鶴
岡
警
察
署

☎
28
‐
０
１
１
０
へ
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
６

森
林
の
土
地
を
取
得
し
た
と

き
は
届
出
が
必
要
で
す

　

個
人
及
び
法
人
が
売
買
契
約
、相
続
、贈
与
、

法
人
の
合
併
等
で
森
林
（
登
記
上
の
地
目
に

か
か
わ
ら
ず
都
道
府
県
が
作
成
す
る
地
域
森

林
計
画
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
森
林
）
の
土

地
を
新
た
に
取
得
し
た
場
合
は
、
面
積
に
か

か
わ
ら
ず
森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出
が
必

要
で
す
（
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土
地

売
買
契
約
の
届
出
を
し
た
場
合
は
不
要
）。

■申
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
５
９
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

実
施
し
ま
す
。

■
指
定
区
域　

本
町
一
丁
目
・
二
丁
目
・
三

丁
目
、
三
和
町
、
睦
町
、
三
光
町
、
双
葉
町
、

千
石
町
、
昭
和
町
、
大
東
町
、
神
明
町
、
苗

津
町
、
日
出
一
丁
目
・
二
丁
目
、
錦
町
、
新

形
町
、
上
畑
町
、
山
王
町
、
泉
町
、
若
葉
町
、

家
中
新
町
、
馬
場
町
、
東
新
斎
町
、
城
北
町
、

陽
光
町
、
青
柳
町
、
美
原
町
、
大
宝
寺
町
、

末
広
町
、
日
吉
町
、
宝
町
、
鳥
居
町
、
新
海

町
、
大
西
町
、
み
ど
り
町
、
西
新
斎
町　

■

受
付
要
件　

市
税
等
滞
納
の
な
い
方
が
所
有

す
る
不
良
住
宅
、
再
建
築
可
能
等　

■申
５
月

１
日
○火
〜
８
月
31
日
○金
に
本
所
都
市
計
画
課

☎
内
線
４
６
４
へ

土
砂
災
害
危
険
区
域
実
態
調

査
に
ご
協
力
を

　

土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
の
未
然
防
止
を
図

る
た
め
、
鶴
岡
地
域
で
毎
年
実
施
し
て
い
ま

す
。
調
査
時
は
危
険
区
域
近
隣
に
立
ち
入
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■日
５
月
７
日
○月
〜
24
日
○木　

■問
本
所
防
災
安

全
課
☎
内
線
１
８
５

大
切
な
生
命
や
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う

５
月
は
「
水
防
月
間
」
で
す

　

も
し
も
の
と
き
に
備
え
、
日
頃
か
ら
の
心

構
え
が
必
要
で
す
。
次
の
よ
う
な
確
認
や
準

備
を
し
て
水
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

▽
テ
レ
ビ
等
の
気
象
情
報
に
留
意
し
ま
し
ょ

う　

▽
避
難
場
所
・
避
難
路
を
確
認
し
ま
し

ょ
う　

▽
非
常
持
出
品
を
準
備
し
ま
し
ょ
う

　

ま
た
、
農
業
用
水
の
通
水
が
始
ま
り
、
水

し
ま
す生

活
・
そ
の
他

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
ち
わ
ら
住
宅

３
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

３

美
原
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

稲
生
住
宅

２
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

２

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

大
西
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

大
山
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
２

２
階
・
２
Ｄ
Ｋ

１

藤島
ふ
じ
な
み
住
宅
平
屋
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

２

平
屋
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
家
族
向
け
）

１

羽黒
荒
川
特
定
公

共
賃
貸
住
宅

平
屋
・
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

朝日
下
名
川
住
宅

平
屋
・
３
Ｄ
Ｋ

１

名
川
特
定
公

共
賃
貸
住
宅

２
階
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

温海
紅
葉
岡
住
宅

１
階
・
３
Ｋ

１

柳
原
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

■
入
居
時
期　

７
月
中
旬
以
降　

■申
５
月
１

日
○火
〜
18
日
○金
に
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８

３
ま
た
は
藤
島
・
羽
黒
・
朝
日
・
温
海
庁
舎

産
業
建
設
課
へ

老
朽
危
険
空
き
家
の
寄
附
を

受
け
付
け
ま
す

　

若
者
世
帯
や
移
住
希
望
者
等
の
ま
ち
な
か

居
住
促
進
を
図
る
た
め
、
市
で
は
次
の
指
定

区
域
内
に
あ
る
老
朽
危
険
空
き
家
（
不
良
住

宅
）
の
寄
附
を
受
け
付
け
ま
す
。
そ
の
後
、

解
体
し
整
地
し
た
土
地
を
活
用
し
、
事
業
を

座
振
替
の
方
に
は
５
月
31
日
○木
の
引
き
落
と

し
後
に
発
送
）　

▽
身
体
障
害
者
等
の
減
免

は
、
５
月
15
日
○火
〜
31
日
○木
に
同
課
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
（
減
免
に
は
障
害
等
級
等
の

条
件
あ
り
。
今
ま
で
減
免
を
受
け
て
い
た
方

は
、
車
が
変
わ
る
な
ど
し
な
け
れ
ば
改
め
て

申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

構
造
減
免
は
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
）

平
成
29
年
分
の
所
得
・
課
税

証
明
書
を
発
行
し
ま
す

▼
給
与
か
ら
の
差
引
き
（
特
別
徴
収
）
の
み

の
方　

５
月
15
日
○火
か
ら
発
行

▼
そ
れ
以
外
の
方　

６
月
15
日
○金
か
ら
発
行

▼
共
通　

■持
本
人
確
認
が
で
き
る
証
明
書
類

（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
等
）　

■申
本
所
市
民
課
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■問
本
所
課
税

課
☎
内
線
２
０
１　

平
成
30
年
度
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
納
税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

■
発
送
日　

５
月
15
日
○火　

■対
今
年
１
月
１

日
現
在
の
登
記
簿
や
固
定
資
産
課
税
台
帳
に

土
地
や
家
屋
等
の
所
有
者
と
し
て
登
載
さ
れ

て
い
る
方　

■
納
期
限　

第
１
期
…
５
月
31

日
○木　

第
２
期
…
７
月
31
日
○火　

第
３
期
…

来
年
１
月
４
日
○金　

第
４
期
…
２
月
28
日
○木

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
７　

■他
納
税
通

知
書
に
土
地
・
家
屋
の
一
筆
・
一
棟
ご
と
の

「
課
税
資
産
の
内
訳
」
を
添
付
し
て
い
ま
す
。

必
ず
課
税
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
同

封
の
ミ
ニ
読
本
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。
５
月
22

日
○火
は
各
地
域
庁
舎
に
も
相
談
窓
口
を
設
置

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法

全
国
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル

　

市
で
は
、
５
月
中
旬
に
建
設
リ
サ
イ
ク
ル

法
に
基
づ
く
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

建
築
物
等
の
解
体
時
に
は
届
出
を
し
、
木
材
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
等
の
分
別

解
体
及
び
再
資
源
化
を
適
正
に
行
い
ま
し
ょ

う
。

■問
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８
４

鶴
岡
大
山
工
業
団
地 

分
譲
中

助
成
制
度
も
拡
充

■
分
譲
区
画　

地
図
参
照
（
分
筆
応
相
談
。

③
〜
⑥
の
一
部
区
画
は
交
渉
中
）　

■
分
譲

価
格　

１
㎡
当
た
り
１
万
５
、
８
０
０
円
〜

１
万
６
、
７
０
０
円　

■
助
成
内
容　

２
、

０
０
０
㎡
以
上
を
取
得
し
た
場
合
…
取
得
価

格
の
２
分
の
１　

１
万
㎡
以
上
を
取
得
し
た

場
合
…
取
得
価
格
の
３
分
の
２
（
上
限
３
億

円
）　

■問
鶴
岡
市
開
発
公
社
☎
22
‐
９
０
６

９
ま
た
は
本
所
商
工
課
☎
内
線
５
９
３
へ

視
通
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
事
務
局
☎
22
‐
２

８
４
８不

用
の
家
電
類
等
を
回
収
す
る

無
許
可
・
違
法
業
者
に
注
意

　

郵
便
受
け
に
入
っ
て
い
る
不
用
品
回
収
の

チ
ラ
シ
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
無
許
可
の
違
法

な
業
者
が
投
函
し
た
も
の
で
す
。
回
収
さ
れ

た
物
の
多
く
が
、
不
法
投
棄
、
不
適
正
管
理
・

処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
額
な
処
理
料
金
を

請
求
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
内
線
６
７
７
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　

同
調
査
は
製
造
業
の
実
態
を
把
握
す
る
た

め
に
行
わ
れ
、
調
査
結
果
は
国
や
市
の
行
政

施
策
資
料
等
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
調
査
員
が

伺
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■日
５
月
中
旬
頃
か
ら　

■対
６
月
１
日
現
在
で

製
造
業
を
営
む
事
業
所　

■問
本
所
情
報
企
画

課
☎
内
線
７
０
４
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
総
務

企
画
課
へ

市
主
催
の
商
談
会
に

出
展
す
る
方
を
募
集
し
ま
す

　

本
市
の
農
林
水
産
物
や
そ
の
加
工
品
を
P

R
す
る
た
め
、
東
京
の
飲
食
店
を
対
象
に
し

た
商
談
会
に
出
展
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■日
11
月
８
日
○木　

■場
東
京
都
中
央
区
銀
座

■申
７
月
27
日
○金
ま
で
本
所
農
政
課
☎
内
線
５

７
４
へ　

■他
市
HP

熊
を
見
掛
け
た
場
合
は
本
所
農
政
課
☎
内
線

５
８
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
民
家
に
近
い
場
合
は

警
察
署
に
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被

害
防
止
活
動
に
補
助
し
ま
す

　

農
作
物
の
被
害
軽
減
を
図
る
た
め
、
電
気

柵
や
防
鳥
ネ
ッ
ト
等
の
被
害
防
止
器
具
の
購

入
経
費
や
地
域
主
体
で
行
う
被
害
防
止
活
動

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■対
農
業
者
、
営
農
組
織
等　

■申
本
所
農
政
課

☎
内
線
５
８
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建

設
課
へ鶴

岡
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦

　

５
月
30
日
の
ご
み
ゼ
ロ
の
日
に
合
わ
せ
て

清
掃
活
動
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■日
５
月
30
日
○水
午
前
10
時
（
小
真
木
原
公
園

中
央
駐
車
場
集
合
）　

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎

内
線
６
７
７

不
法
投
棄
は
犯
罪

　

自
分
の
土
地
で
も
み
だ
り
に
ご
み
を
捨
て

る
と
不
法
投
棄
と
な
り
、
５
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
１
、
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
が
科

さ
れ
ま
す
。
会
社
・
団
体
等
が
行
っ
た
場
合

は
、
さ
ら
に
３
億
円
以
下
の
罰
金
が
科
さ
れ

ま
す
。
不
法
投
棄
を
見
掛
け
た
ら
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。

■問
廃
棄
物
対
策
課
内
「
鶴
岡
市
不
法
投
棄
監

至庄内空港

①1,983㎡　　   ② 1,650㎡
③１万4,143㎡　④１万1,462㎡
⑤６万2,547㎡　⑥２万2,834㎡

至国道7号

羽前大山駅

①

②

④

⑤

③

⑥

大
山
川

山
林
と
そ
の
周
囲
１
㎞
に
火
入
れ

を
す
る
と
き
は
届
出
が
必
要
で
す

　

火
入
れ
従
事
者
数
や
防
火
帯
の
幅
等
は
条

例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
事
前
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

■申
火
入
れ
実
施
日
の
７
日
前
ま
で
申
請
書
と

実
施
地
の
見
取
図
を
本
所
農
山
漁
村
振
興
課

☎
内
線
５
９
７
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建

設
課
へ　

■他
申
請
書
は
市
役
所
本
所
、
各
地

域
庁
舎
及
び
一
部
の
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
設
置

松
く
い
虫
防
除
に
ご
協
力
を

　

庄
内
海
岸
林
に
お
け
る
松
く
い
虫
防
除
の

た
め
、
薬
剤
散
布
を
５
月
下
旬
〜
６
月
中
旬

（
予
定
）
に
下
川
地
区
と
湯
野
浜
地
区
で
実

施
し
ま
す
。
該
当
す
る
森
林
所
有
者
及
び
周

辺
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■問
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
１
７

熊
が
頻
繁
に
出
没
し
ま
す　

特
に
警
戒
し
ま
し
ょ
う

　

５
月
〜
６
月
は
冬
眠
か
ら
目
覚
め
た
熊
が

餌
を
求
め
て
行
動
す
る
季
節
で
す
。
特
に
夕

方
か
ら
早
朝
ま
で
は
、
人
里
に
出
没
す
る
可

能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
山
や
山
際
の
農
地

に
出
掛
け
る
際
は
、
鈴
、
笛
、
ラ
ジ
オ
等
、

音
の
よ
く
出
る
も
の
を
携
帯
し
、
十
分
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
山
や
畑
に
生
ゴ

ミ
な
ど
を
放
置
す
る
と
熊
や
猿
を
餌
付
け
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
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